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学校給食の企画，運営及び指導に関する事務に係るコンピュー 

タ処理について（答申） 

 

  ２０１４年（平成２６年）４月２４日付けで諮問（第６５６号）された

学校給食の企画，運営及び指導に関する事務に係るコンピュータ処理につ

いて次のとおり答申します。 

 

 

１ 審議会の結論 

  藤沢市個人情報の保護に関する条例（平成１５年藤沢市条例第７号。

以下「条例」という。) 第１８条の規定によるコンピュータ処理を行う

ことは適当であると認められる。 

  

２  実施機関の説明要旨                                           

実施機関の説明を総合すると，本事務の実施に当たりコンピュータ処 

理を行う必要性は，次のとおりである。 

 (1) 諮問に至った経過 

   近年，朝食欠食など食生活の乱れや肥満・痩身傾向など，子どもた

ちの健康を取り巻く問題が深刻化している。また，一部の中学生は偏

った食事により成長期に必要とされる栄養素が不足していると考え

られている。このため，成長期の中学生にとって栄養のバランスがと

れた健全な食生活を送ることが重要となっている。 

一方，国においては平成２０年６月に学校給食法を改正し，従来の 

目的である学校給食の普及充実に加え，学校における食育の推進を新

たに規定している。日常生活における食事について正しい理解を深め，

健全な食生活を営むことができる判断力を培い，子どもたちの望まし

い食習慣を養うため，学校給食を生きた教材として，学校において食

育を推進していくうえで重要なものと位置づけている。 

このような状況のなか，中学校給食の実施に向けて教育委員会内で

検討を重ねてきた。検討の 結果，中学校給食を早期に実施する方

法として，市の栄養士が作成した献立に従って民間施設で請負

業者が調理し，弁当箱に詰めて学校に配送するデリバリー方式

の給食と，家庭からの弁当持参との選択制とすることを平成２



 

５年８月に決定し，平成２６年度から善行中学校・湘南台中学

校の２校において中学校給食を試行することとなった。  

   また，出来るだけ教職員の負担を軽減するため，給食費につい

ては学校で徴収管理をすることなく，なおかつ，給食費滞納が発

生しない前払い制とした。 

そのため，給食の実施にあっては，給食の予約（注文）状況の 

把握と，前払いされた給食費の管理を行うために，給食予約シス

テムを導入することとした。 

   このシステムは，事前に利用登録をした保護者が，携帯・パソ

コンなどで希望する日の給食を予約するもので，給食費は事前に

コンビニエンスストアで払い込む。また，システムの運用につい

ては，システムの開発業者に業務委託を行う。 

   このため，コンピュータ上で個人情報を扱う必要から，藤沢市

個人情報の保護に関する条例第１８条のコンピュータ処理の制

限に基づき，藤沢市個人情報保護制度運営審議会に諮問するもの

である。 

(2)   コンピュータ処理について 

ア  コンピュータ処理をする必要性について 

現在，デリバリー方式の給食と家庭からの弁当持参の選択制

の給食を実施している自治体の一部では，生徒が学校に現金を

持参せず，給食費の未納を発生させない収納方法としてコンピ

ュータを利用した給食予約システムを導入している。 

この給食予約システムは，事前に利用者登録を行い，コンビ

ニエンスストアで給食費を前払いして，支払った金額に応じて

給食の予約が可能となるものである。利用者登録，給食の予約

受付，給食食数の管理，給食費の払込状況の管理等をコンピュ

ータ処理することで，利用者はシステムの利用が可能な携帯電

話・パソコン等から給食の予約や給食の献立・給食費支払い状

況・予約状況を確認することができる。また，調理業務の請負

業者もシステム上で食数の確認ができるため，給食の予約発注

から調理・配送までを効率的に行うことが可能とる。 

このため，本市も中学校給食の実施に際し，給食費徴収に事

務的な負担を掛けず，給食の予約管理を効率的に行うことが可

能となる給食予約システムを導入するものである。 

なお，今回システムで扱う個人情報の対象者は，善行中学 

校，湘南台中学校の生徒で，２校合わせて約１，３００人とな

るが，試行期間終了後の平成２８年度以降，実施校が全中学校

に拡大された場合，１９校で約１０，０００人の生徒が対象と

なることから，生徒個人ごとの予約状況等を管理するには，コ

ンピュータ処理が不可欠となる。 

イ  コ ン ピ ュ ー タ 処 理 す る 個 人 情 報 の 範 囲 及 び 利 用 の 範 囲 に つ

いて 



 

(ｱ) コンピュータ処理する個人情報 

中学校名，学年・組・番号，生徒氏名（フリガナ・漢字） 

    ユーザＩＤ（利用者登録番号）， マークシートＩＤ（マークシート

で予 約 を行 う場 合 の利 用 者 登 録 番 号 ），パスワード（利用者暗

証番号），給食費払込状況，給食予約状況（喫食日・牛乳の

有無），生活保護費受給状況（※予約システム上ではなく，

抽出した Excel データで管理） 

  (ｲ) 利用の範囲 

   (a)給食費払い込みにおける利用  

生徒氏名（フリガナ） 

   (b)給食予約（申込･変更･取消）における利用  

      ユーザＩＤ（利用者登録番号）,パスワード（利用者暗証番

号）, 給食費払込状況, 給食予約状況（喫食日・牛乳の有

無） 

 (c)給食予約シートにおける利用(携帯・パソコンを用いないで

利用者が予約する場合のみ) 

中学校名,生徒氏名（フリガナ）,学年・組・番号,マークシ

ートＩＤ（マークシートで予 約 を行 う場 合 の利 用 者 登 録 番 号 ）,給食

予約状況（喫食日・牛乳の有無） 

(d)給食食数管理における利用 

   中学校名,学年・組・番号,生徒氏名（フリガナ）,給食費払

込状況,給食予約状況（喫食日・牛乳の有無） 

   (e)給食費返金処理における利用 

     中学校名,学年・組・番号,生徒氏名（フリガナ）,給食費払

込状況 

(3)  給食予約システムの概要 

    中学校給食を希望する生徒等は，給食予約システムに登録をする必

要があり，利用登録申請書を学校経由で学校給食課へ提出する。学校

給食課は，給食予約システム受託業者へ利用登録申請書を郵送にて

送付する。給食予約システム受託業者は，給食予約システムに利用

者情報を登録し，登録した利用者に対し，ユーザＩＤ（利用者登録番

号）とパスワード（利用者暗証番号）を記載した認証情報通知書を発

行する。認証情報通知書は，封緘された状態で学校に送付され，学校

から利用登録者に渡される。また，給食費を事前に払い込むための払

込用紙も認証情報通知書と合わせて学校に送付され，学校から利用登

録者に渡される。 

    払込用紙は，全国のコンビニエンスストアで利用できるもので，こ

れは，給食予約システム受託業者と収納代行業者が，給食費のコンビ

ニエンスストア収納に関する契約を締結し，収納代行業者は，各コン

ビニエンスストア本部とそれぞれ契約を結んでいるためである。 

    利用登録者は，事前にコンビニエンスストアで給食費を払い込んだ

上で，自宅のパソコン・携帯電話からインターネット経由で給食予約



 

システムへアクセスし，認証情報通知書に記載されているユーザＩＤ

とパスワードを入力することにより，給食の予約・変更等を行うこと

ができる。 

パソコン・携帯電話の利用ができない場合は，予約内容をマークシ

ートの給食予約シートに記入し，学校から学校給食課を経由して給食

予約システム受託業者に郵送する。給食予約システム受託業者は，

データ入力後マークシート予約通知書を印刷し，学校経由で利用登録

者に郵送する。 

    学校給食課及び調理業務の請負業者は，それぞれ個別に付与された

専用のユーザＩＤとパスワードを用い，インターネット経由で給食予

約システムへアクセスし，日々の予約状況の確認を行う。 

    調理業務の請負業者は，日ごとに調理を要する給食食数を学校別の

注文情報一覧，クラス別の注文仕分一覧及び生徒別のランチ予約表

（中学校名，学年，組，番号及びカタカナ氏名が記載）を印刷して確

認する。その後，給食と生徒別のランチ予約表をクラス別の配送ボッ

クスに入れ，各学校に配送する。 

    なお，給食予約システムは，給食予約システム受託業者のデータ

センターで管理，提供されるＡＳＰ（Application Service Provider）

サービスを利用する。 

(4) 安全対策について 

ア  給食予約システムのセキュリティ対策 

(ｱ) パソコン・携帯電話からインターネット予約で登録される情

報は，全てＳＳＬにより暗号化された状態で送信されるため，

セ キ ュ リ テ ィ の 確 保 さ れ た 安 全 な 通 信 手 段 に よ り デ ー タ の 盗

聴・改ざん，なりすましを防ぐ。 

  また，予約システムは，送信データに悪意の持ったユーザか

らの危険なデータが含まれる場合に拒否をするクロスサイトス

クリプティング対策や，誤作動をしない ＳＱＬインジェクション

対策をとっている。 

(ｲ) 利用者には固有のユーザＩＤとパスワードが発行され，給食

予約システムで予約を行う際に入力し，認証を行う必要がある。

パスワードは，利用者登録時に複数の文字の組合せ（英字の大

文字・小文字，数字）をランダムに生成し，複雑な文字列とし

て発行される。また，認証後に利用者本人が任意のパスワード

へ変更する事も可能である。 

  また，学校給食課の担当職員と調理業務の請負業者にも個別 

にユーザＩＤとパスワードを割り当て，それぞれのアクセス権 

限を制限するとともに，調理業務の請負業者には藤沢市個人情 

報の保護に関する条例を遵守させる。 

(ｳ)インターネットからのアクセス経路には，ファイアウォール 

装置が設置され，不正アクセスを防止している。また，インタ 

ーネットからアクセスが可能なウェブサーバにはデータを一切



 

保持しておらず，インターネットから切り離されたデータサー

バのデータベースにデータを保存する。 

イ  サーバ設置場所のセキュリティ対策 

(ｱ) 給食予約システム受託業者のデータサーバが設置されるデ

ータセンターは，耐震設備や防火設備，自家発電設備等，堅牢

なファシリティ設備を備え，災害時でも安定したサービスが提

供できる環境である。 

(ｲ) 当該データセンターは，敷地を含めて関係者以外は立ち入り

禁止として，２４時間３６５日警備員が常駐し監視し，入退場

時の本人確認を実施し，入場の際には認証システム（ＩＣカー

ド）によりチェックする体制となっている。 

ウ  システム運営業務のセキュリティ対策 

中学校給食の給食予約システム受託事業者は，個人情報を取り扱う

ことから，ISO/IE27001 及び ISMS 適合性評価制度認証基準を取得し

ている業者を選定した。また，利用登録申請書に基づく利用者登録

及び，認証情報通知書の発行，マークシートの取り扱い等，給食

予約システム受託業者で行う予約システムの運営業務の一切は，

特定の事業所内で行い，予め提示された作業従事者のみが携わる

環境を整え，個人情報の保護を徹底する。 

利用登録申請書及びマークシートの給食予約シートについては，中

学校で枚数を確認し，更に学校給食課でも各学校の枚数を確認した後，

追跡機能及び到着日時指定機能がある配送方法で給食予約システム

受託業者に送る。利用登録申請書は，給食予約システム受託業者

においても枚数確認を行い，利用者登録等が終了した後に枚数を

再度確認して追跡機能及び到着日時指定機能がある配送方法で学校

給食課に返送する。学校給食課においても紛失等がないか枚数を確認

し，照会等対応用に１年間保管し，廃棄する。また，給食予約シート

については，予約月の給食終了後３カ月間保管し，保管期間終了後は，

給食予約システム受託業者においてシュレッダーで廃棄する。 

エ  コンビニエンスストア収納のセキュリティ対策 

   収納代行業者及びコンビニエンスストア各社は，それぞれプラ

イバシーポリシーを掲げ個人情報の利用目的や取り扱い方法等

について適切な対策をとっている。また，コンビニエンスストア

収納の払込用紙は，氏名をカタカナで記載するにとどめる。さら

に，払込用紙に記載されたバーコード内の情報は，数字が羅列し

た収納番号と払込金額となっている。 

オ その他 

  (ｱ) 登録により収集する個人情報は，「藤沢市個人情報の保護に関す

る条例」を遵守し，個人情報の保護に努める。また，システム上に

登録された個人情報は，対象者が卒業，転校等当該中学校に在籍し

なくなった時点から照会等対応用に１年間保管した後，削除処理を

行う。 



 

 (ｲ) 以 上 ，個 人 情 報 を取 り扱う場合 については「藤沢 市 個 人 情 報 の保 護 に

関する条例」，「藤沢市情報セキュリティポリシー＜基本方針＞」，「藤沢市

コンピューターシステム管理運営規程」，「データの保護及び秘密の保持等

に関する仕様書」を遵守し，個人情報の保護及び安全の確保に努める。 

(5) 実施時期 

   ２０１４年（平成２６年）６月以降 

(6) 提出資料 

  ア 業務委託契約書・仕様書（案） 

   イ 給食予約システムイメージ図 

 ウ 利用登録申請書 

 エ 認証情報通知書 

 オ 払込用紙 

  カ 給食予約シート（マークシート） 

  キ マークシート予約通知書 

ク ランチ予約表 

  ケ 給食費返金通知書 

コ 個人情報取扱事務届出書 

 

３ 審議会の判断理由 

当審議会は，次に述べる理由により，審議会の結論のとおりの判断を

するものである。 

(1) コンピュータ処理を行う必要性について 

実施機関では，コンピュータ処理を行う必要性について，次のよう

に述べている。 

現在，デリバリー方式の給食と家庭からの弁当持参の選択制の給食

を実施している自治体の一部では，生徒が学校に現金を持参せず，給

食費の未納を発生させない収納方法としてコンピュータを利用した給

食予約システムを導入している。  
この給食予約システムは，事前に利用者登録を行い，コンビニエン

スストアで給食費を前払いして，支払った金額に応じて給食の予約が

可能となるものである。利用者登録，給食の予約受付，給食食数の管

理，給食費の払込状況の管理等をコンピュータ処理することで，利用

者はシステムの利用が可能な携帯電話・パソコン等から給食の予約や

給食の献立・給食費支払い状況・予約状況を確認することができる。

また，調理業務の請負業者もシステム上で食数の確認ができるため，

給食の予約発注から調理・配送までを効率的に行うことが可能となる。 
このため，本市も中学校給食の実施に際し，給食費徴収に事務的な

負担を掛けず，給食の予約管理を効率的に行うことが可能となる給食

予約システムを導入するものである。  
なお，今回システムで扱う個人情報の対象者は，善行中学校，湘南

台中学校の生徒で，２校合わせて約１，３００人となるが，試行期間

終了後の平成２８年度以降，実施校が全中学校に拡大された場合，１



 

９校で約１０，０００人の生徒が対象となることから，生徒個人ごと

の予約状況等を管理するには，コンピュータ処理が不可欠となるとの

ことである。  
以上のことから判断すると，コンピュータ処理を行う必要性が認め  

られる。  
 (2) 安全対策について  

実施機関が述べる安全対策は次のとおりである。  
ア  実施機関の安全対策  
(ｱ)給食予約システムにおけるネットワークからの情報流出を防止

するための措置及び不正アクセスを防止するための措置は２ 実

施機関の説明要旨（以下「説明」という）(4)アの（ｱ），(ｲ)，(ｳ) 及

びウのとおりである。 

(ｲ)情報の喪失を防止するための措置は説明(4)イ(ｱ)のとおりであ

る。 

(ｳ)システム運営業務における必要最小限の担当者以外の者が情報

にアクセスできないようにするための措置は説明(4)ウのとおりで

ある。 

(ｴ)情報を確実に消去する措置は説明(4)ウ，オ(ｱ)のとおりである。 

イ 委託業者の安全対策 

(ｱ)情報の喪失を防止するための措置は説明(4)イ(ｱ)のとおりであ

る。 

(ｲ)情報の漏えいを防止するための措置は説明(4)イ(ｲ)のとおりで 

ある。 

(ｳ)扱う情報を必要最小限とする措置は説明(4)エのとおりである。 

ウ 日常的な安全対策 説明(4)オ(ｲ)のとおりである。   

以上のことから判断すると、安全対策上の措置が施されていると認

められる。  
以上に述べたところにより，コンピュータ処理を行うことは適当である

と認められる。  
 

                          以  上  


